
歳 出
（前年度比↓0.6%）

大分市のお財布事情はこうなっています！大分市のお財布事情はこうなっています！
一般会計決算（市政運営の基本となる会計）です※数字は概数

1,718億9千万円歳 入
（前年度比↓0.8%）1,763億8千万円
2018年

度

何のために使われたか（目的別）

総務費（10.3%）
176億8千万円【↑7.0%】

民生費（43.8%）
752億1千万円【↑1.3%】

衛生費（8.0%）
137億5千万円【↓0.9%】

土木費（10.6%）
182億1千万円【↓11.0%】

教育費（8.0%）
137億5千万円【↑0.5%】 災害復旧費（0.3%）

4億8千万円
【↑13.6%】

消防費（3.0%）
51億円【↓10.8%】

議会費（0.5%）
9億円【↓0.1%】

農林水産費（1.5%）
26億9千万円
【↑26.9%】

公債費（10.9%）
187億円【↓4.7%】

商工費（8.0%）52億円【↓4.8%】商工費（8.0%）52億円【↓4.8%】

どのような用途で
使われたか（性質別）

（　）は構成比率、【　】は前年度比

市税（44.6%）
786億1千万円【↓0.1%】

国庫支出金（19.1%）
337億3千万円
【↓0.2%】

地方交付税（5.2%）
91億7千万円【↑0.5%】
県支出金（6.8%）
119億9千万円【↑3.8%】
市債（8.6%）
151億9千万円【↑13.3%】
地方消費税交付金（5.2%）
90億9千万円【↑1.8%】

その他（1.7%）30億円

使用料・手数料（2.0%）
36億2千万円【↓1.6%】

繰入金（0.1%）
1億9,500万円
【↓95.1%】

繰越金（2.7%）
48億2千万円
【↓3.5%】

その他（4.0%）71億円

自
主
財
源（
53.4
%
） 

9
4
2
億
1
千
万
円【
↓
4.0
%
】

依
存
財
源（
46.6
%
） 

8
2
1
億
7
千
万
円【
↑
3.1
%
】

市の貯金はどのくらいある？市の貯金はどのくらいある？
「基金」と呼ばれる市の貯金は22区分あり、主要３基金
（財政調整基金、減債基金、市有財産整備基金）の残高は、
199億39万円です。特に財政調整基金から祝祭広場の
ために取り崩した影響は大きく、前年度より22億円減少
しています。※財政調整基金の残高は90億7千万円
（H.30.3月末現在）

特別会計で反対したもの特別会計で反対したもの
•国民健康保険―負担増に反対
•介護保険―サービス縮小の制度改悪と負担増に反対
•後期高齢者医療―軽減措置の廃止、食事療養費の値上

げに反対

反対した主な事業反対した主な事業
【消費税増税】　プレミアム付き商品券発行事業、利用料・使用料などの増税に関連する決算など
【大企業優遇】　企業立地推進事業、本社機能移転促進助成金など
【市民の合意不十分】　豊予海峡ルート推進事業、城址公園のイルミネーション事業など
【行政改革】　家庭ゴミ有料化、学校給食調理業務民営化など、不公平な同和関連事業、マイナン

バー制度関連の決算にも反対しました。

投資的経費（11.9%）
203億円9千万円【↓9.4%】
投資的経費（11.9%）
203億円9千万円【↓9.4%】

義務的経費
（58%）
997億9千万円
【↑0.3%】

その他の経費
（30.1%） 

517億1千万円
【↑1.5%】

こんにちは！

日本共産党大分市議団の

2019年ニュース２号

をお届けします！ 議会だより議会だより
第３回定例会（9/2〜9/26）が行なわれました

賛成した主な歳出

　議会前半は、補正予算・条例（案）など20議案を審議。党議員団は全
員、一般質問を行い、要求実現を迫りました。また、市民の願いに反する
議案や請願・陳情の不採択に対し、質疑と反対討論を行いました。

　後半は、昨年度の決算審査を行い、税金の無駄遣いや市民犠牲となる
決算を厳しくチェック！施策の改善を求めました。閉会日の本会議では、
決算に対する反対討論に加え、重点事項を6点要望しました。

〇交通安全対策：約1億5,800万円
　（交差点へのガードパイプ設置、
　　　　　　橋梁等維持改良工事）

〇子育て支援対策：5,800万円
　債務負担行為（限度額）

〇民間放課後児童クラブ活用事業
　（R2年度分）：1,720万円

反対した主な歳出

一般議案で反対したもの

不採択となった陳情・請願

●自治体ポイント導入事業：約2,400万円
●森林環境整備促進事業：1,045万円
　　
債務負担行為（限度額）
●指定ごみ袋作製等業務委託料
　（R2年度分）：2億6,600万円
●金池小学校施設整備事業：58億2,000万円
●その他、消費税増税・同和関連予算に反対

●令和元年請願第２号「消費税１０％への増税の中止を
求める意見書提出方について」

●令和元年陳情第６号
「新環境センター建設
候補地の白紙撤回を
求める陳情について」

●陳情７号「高齢者ワン
コインバス事業の現行制度の継続を求める陳情につ
いて」

●平成３１年陳情第２号「公立
小中学校、義務教育学校の
女子制服にスラックスの選
択肢を求める陳情」

9月議会補正予算のポイント

2018（H30）年度決算審査のポイント

(補正後予算額：1,858億7,900万円)
対前年度比 2.3％増

※上戸次地区に建設予定の新環
境センターに反対する陳情。交
通渋滞、環境破壊、健康被害な
どを懸念し、周辺住民４４７名
分の署名添付。継続審査とすべ
きだった！と不採択に反対

継続審査が不採択に。制
服は生徒が自由意思で選
択できるようにすべき、
と不採択に反対

自動運転はまだ技術開発の途上。不安感は払しょくされておら
ず、公道での走行は拙速と反対。(その後の9/25未明、公道での
実験走行中に事故発生)

大分市
大分市

【一般会計 ３億２１００万円】【一般会計 ３億２１００万円】

総務費の増にはマ
イナンバー制度の
システム改修が大
きく影響していま
す。

長年求め続けた普通教室への
エアコン設置が実現しました。

子ども医療費助成
の中学卒業までの
拡大をひき続き求
めています。

待機児童解消に認可
保育所の整備拡充、
「児童育成クラブ」の
拡大など、要望した事
業拡大は評価。

差引き44億9千万円の
うち、翌年に繰り越
す事業分の6億2千万
円を除くと、38億7千
万円の黒字

このうち、39%を占める市民税。
前年度所得で課税されるため非正
規雇用やアルバイトでは負担が重
く自立の妨げになることも。自立
支援のための負担軽減を要望。

固定資産税は45.4%
やはり負担が重くなっており
低所得者への軽減措置拡充を
要望。連動して課税される都
市計画税は税の二重取りとも
言えるため反対！

市民負担の消費税による歳入には反対

前年度、祝祭広場へ
の繰入れが大きかっ
た為、大幅な差が生
じています。あらた
めて、祝祭広場の問
題を指摘し、決算に
反対しました。

軽自動車税（2016 年
4月に増税）は4.0％。
庶民の足への負担増
には反対！

毎年9月の議会で
行われる決算審査
では多くの問題点
を指摘し、税金の
使い方をチェック。
日本共産党以外の
議員はすべての決
算に賛成しまし
た。

H30年度末、市債残高は
1,701億7千万円。そのう
ち640億7千円は国から
もらう支援金の立て替え
（臨時財政対策債）であり、
問題があります。

日本共産党議員団のみ、これらの不採択に反対しました！

不公平な制度
で問題あり

PFI方式には
反対

●幼保無償化及び保育の質の低下につながる
　保育基準の規制緩和などを含む条例改定
●低速電動バス(自動運転バス)の購入

市民一人あたり
35万5千円!

市の借金の残高市の借金の残高



9月議会も６０分の持ち時間いっぱい、皆さんの願いを議会で質問しました！

　
　

広
島
、
長
崎
の
両
市
長
は
平
和

宣
言
で
、
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
積
極
的
対
応
と
参
加
を
求

め
た
。
し
か
し
、
今
年
も
安
倍
首
相
は
、
核
兵
器

禁
止
条
約
に
は
全
く
触
れ
ず
、
唯
一
の
戦
争
被
爆

国
で
あ
り
な
が
ら
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署

名
・
批
准
を
拒
み
続
け
て
い
る
。
安
倍
政
権
の
姿

勢
は
、
被
爆
者
の
願
い
に
背
く
も
の
だ
。
政
府
に

対
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・
批
准
を
強

く
働
き
か
け
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁
：
本
市
単
独
で
政
府
に
対
し
、
核
兵
器
禁
止

条
約
の
署
名
・
批
准
を
働
き
か
け
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
本
市
が
加
盟
し
て
い
る
平
和
首
長
会

議
、
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
と
と
も
に
、

核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
　

先
の
台
風
時
、
収
集
が
中
止
さ
れ
た
が
、
す

で
に
家
庭
ご
み
が
出
さ
れ
て
い
た
。
災
害
な
ど
で

警
戒
レ
ベ
ル
３
・
４
が
で
た
際
に
、
ご
み
収
集
を

中
止
す
る
場
合
が
あ
る
旨
を
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
に
掲
載
す
べ
き
で
は
な
い
か
。　
　
　
　
　

答
弁
：
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に
、
台
風
等
で
収

集
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
る
な
ど
の
情
報
が
、
よ

り
多
く
の
市
民
に
伝
わ
る
よ
う
、
広
報
・
周
知
対

策
を
検
討
す
る
。

　

そ
の
他
、
食
料
自
給

率
向
上
と
、
農
政
を
立

て
直
す
た
め
の
対
策
に

つ
い
て
、
放
課
後
等
デ

イ
ー
サ
ー
ビ
ス
・
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
施
設
へ

の
支
援
、
国
保
税
軽
減

と
一
部
負
担
金
免
除
な

ど
を
求
め
ま
し
た
。

←日本共産党大分市議団サイトはこちら
☆議会の質問の詳細もこちらでどうぞ！
〒870-8504 大分市荷揚町2‐31 大分市議会内
直通TEL097-537-5695/FAX097-537‐5791

控え室から控え室から
事務局：吉光

　9月の議会は、いつにも増して党議員
団の気合を感じる議会でした！
　最終日の本会議、各常任委員長報告の
後、質疑・討論があります。いつも発言す
るのはわが党議員団ですが、今回は3人

全員が登壇し、質疑・討論を行いました。
ピリっとした空気の中、市民の願いを追
及する堂々とした態度がかっこいい！ 
（ネットで録画が観れますよ！）
　10月から、消費税増税がとうとう強行
されました。ポイント還元や複雑な税率
には混乱！頭が痛くなります。生活の負担
は増えるばかりです。

　

毎
年
恒
例
の
政
府
レ
ク

チ
ャ
ー
へ
。

　

長
年
の
市
民
要
望
で
あ

る
「
ば
い
じ
ん
の
法
規

制
」
に
つ
い
て
求
め
る

も
、
環
境
省
は
「
大
分
市

が
適
切
な
指
導
・
援
助
を

行
う
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
法
的
な
規
制
は
考
え

て
い
な
い
」
と
答
弁
。
こ

れ
に
対
し
、
市
民
生
活
の

ば
い
じ
ん
被
害
を
訴
え
、

現
地
視
察
の
必
要
性
に
つ

い
て
認
識
を
た
だ
し
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
「
会
計
年
度

任
用
職
員
」
「
交
通
弱
者

対
策
」
「
公
営
住
宅
の
空

き
家
対
策
」
「
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
問
題
」
「
保
育
・
障

が
い
・
生
保
な
ど
の
社
会

保
障
」
「
幼
保
無
償
化
」

「
社
会
教
育
」
な
ど
に
つ

い
て
も
、
詳
し
く
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
の
市
政
運
営
に
活

か
し
て
い
き
ま
す
。

第４回定例会のお知らせ
会期予定：１１/29 ～12/13

政
府
に
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
署
名
・
批
准
を

働
き
か
け
よ

教
員
の
過
重
労
働
の
改
善
を

災
害
時
の
ご
み
収
集
中
止
、広
報
の
徹
底
を

いわさき たかひろ 議員 ふくま けんじ 議員
　
　

大
分
市
で
は
教
員
の
過
重
労
働
の
解
消
を
目

指
し
、
各
種
改
革
を
進
め
て
い
る
が
、
過
労
死
ラ

イ
ン
と
さ
れ
る
月
80
時
間
以
上
の
時
間
外
労
働
を

し
て
い
る
教
員
が
ほ
ぼ
毎
月
1
0
0
名
以
上
報
告

さ
れ
て
い
る
。
働
き
方
改
革
が
不
十
分
で
は
な
い

か
？
教
育
委
員
会
の
見
解
は
？

答
弁
：
長
時
間
勤
務
の
是
正
に
つ
い
て
は
、
教
職

員
の
一
か
月
あ
た
り
の
超
過
勤
務
時
間
が
「
二
か

月
か
ら
六
か
月
平
均
」
で
80
時
間
を
超
え
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
を
評
価
指
標
と
し
て
お
り
、
概
ね

計
画
通
り
進
ん
で
い
る
。
引
き
続
き
学
校
に
お
け

る
働
き
方
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

ひ
と
月
で
も
80
時
間
超
の
時
間

外
勤
務
実
態
が
あ
る
な
ら
ば
、
大
問

題
。
早
急
に
改
善
す
べ
き
だ
。

　

時
間
外
の
問
題
で
い
え
ば
、
こ
れ

以
上
は
や
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う

上
限
設
定
が
必
要
と
考
え
る
。
時
間

外
勤
務
時
間
の
上
限
設
定
に
つ
い
て

の
見
解
は
？

答
弁
：
上
限
設
定
は
重
要
な
こ
と
。

原
則
、
一
か
月
45
時
間
、
年
間
３
６
０
時

間
を
超
え
な
い
よ
う
に
と
す
る
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
も
と
に
、
年
度
内
に
指
針
を
作
成
し
た
い
。

　
　

教
員
の
増
員
に
関
す
る
見
解
は
？

答
弁
：
教
員
の
増
員
は
、
重
要
な
こ
と
と
考
え

る
。
県
が
配
置
す
る
教
職
員
定
数
以
上
の
非
常
勤

講
師
や
補
助
教
員
を
市
費
に
よ
り
配
置
し
て
い

る
。
国
に
対
し
て
も
増
員
を
要
望
し
て
い
き
た

い
。

　
　

市
費
で
の
配
置

は
あ
る
よ
う
だ
が
、

不
十
分
で
あ
る
。
今

以
上
の
配
置
を
強
く

要
望
す
る
。

　

そ
の
他
、
鳥
獣
対

策
や
災
害
時
の
避
難

誘
導
な
ど
の
質
問
を

し
ま
し
た
。

廃
園
は
待
機
児
童
解
消
に
逆
行

　
　

廃
園
が
提
案
さ
れ
た
津
留
幼
稚

園
な
ど
６
つ
の
市
立
幼
稚
園
は
、
地

域
の
宝
で
あ
り
、
貴
重
な
保
育
の
受

け
皿
だ
。
幼
保
無
償
化
も
控
え
、
待

機
児
童
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
、

多
年
制
保
育
や
一
時
預
か
り
な
ど
の

方
向
転
換
こ
そ
行
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
？

答
弁
：
本
市
の
方
針
で
、
市
立
幼
稚
園
の
整
理
統

合
に
一
定
基
準
を
定
め
た
。
今
後
、
市
立
認
定
こ

ど
も
園
の
整
備
計
画
と
併
せ
て
、
具
体
的
な
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

廃
園
は
市
町
村
の
保
育
の
実
施
義
務
に
反
す

る
も
の
。
ま
ず
は
待
機
児
童
解
消
が
最
優
先
で
あ

り
、
廃
園
は
中
止
す
べ
き
だ
。

　
　

金
池
小
学
校
の
校
舎
建
て
替
え
が
、
建
設
と

15
年
間
の
維
持
管
理
を
一
括
で
契
約
す
る
「
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
」
で
提
案
さ
れ
て
い
る
。
事
業
者
主
導
と

な
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
あ
い
ま

い
さ
が
指
摘
さ
れ
、
他
の
自
治
体
で
は
、
経
営
破

た
ん
や
契
約
解
除
な
ど
の
問
題
が
起
こ
っ
て
い

る
。
安
全
性
や
災
害
発
生
時
の
対
応
な
ど
も
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
建
設
と
維
持
管
理
は
、

従
来
通
り
行
政
主
導
で
行
う
べ
き
だ
。
見
解
は
？

答
弁
：
大
分
市
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
導
入
推
進
指
針
に
基
づ

き
、
可
能
性
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
適
当
で
あ

る
と
判
断
し
た
。

　
　

学
校
の
検
索
用
パ
ソ
コ
ン
等
が
更
新
の
た
め

夏
休
み
中
に
撤
去
さ
れ
、
図
書
館
業
務
が
行
え
な

い
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
調
査
の
結
果
、
図
書
館

に
あ
る
蔵
書
管
理
用
パ
ソ
コ
ン
の
多
く
は
10
年
以

上
前
に
購
入
さ
れ
て
お
り
、
W
i
n
d
o
w
ｓ
７

以
前
の
O
S
が
74
％
を
占
め
て
い
る
。
子
ど
も
た

ち
の
読
書
推
進
を
担
う
図
書
館
業
務
の
環
境
整
備

を
直
ち
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
？

答
弁
：
図
書
館
業
務
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
整
備

を
行
う
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
学
校
建
設
は
問
題

学
校
図
書
館
、業
務
環
境
の
改
善
を

さいとう ゆみこ 議員

※12月議会に向け、市政へ
のご意見を伺う市政こんだ
ん会は11/9に行います

総務省へレクチャーを求める
斉藤・岩崎議員

各
省
庁
に
て
政
府
レ
ク
チ
ャ
ー

行
っ
て
き
ま
し
た
！　

８
／
21
、
22

ふく
ま

ふく
ま

いわ
さき

いわ
さき

いわ
さき

いわ
さき

さい
とう

さい
とう

さい
とう

さい
とう

ごみが出されたステーションの様子鳥獣対策で鉄柵を張る地元住民の方々 一
般
質
問

各議員の


